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２
月
定
例
県
議
会
が
２
月
15
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
開
か
れ
、
３
人

の
日
本
共
産
党
県
議
団
が
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
要
求
の
実
現
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
人
口
減
少
・
子
育
て
支
援
策
等
で
積
極
的
な

施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
新
年
度
予
算
は
、
自
民
党
・
公
明
党
・
い
わ
て
県

民
ク
ラ
ブ
な
ど
が
反
対
し
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
８
波
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ･

オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
よ
る
新
規
感
染
者
数
は
12

万
４
千
人
余
、
死
者
は
４
１
６
人
と
な
っ

て
い
ま
す(

３
月
９
日
現
在)

。
高
齢
者
施

設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
発
し
、
施
設
内

で
１
２
４
人
が
死
亡
。
酸
素
飽
和
度
が
急

変
し
た
高
齢
者
も
入
院
で
き
な
か
っ
た

実  

 

県
民
計
画
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
新
年
度
予
算
で
は
、
人
口
減
少

対
策
を
県
政
の
最
優
先
課
題
と
位
置

付
け
、
①
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助
成

の
現
物
給
付
化
を
８
月
か
ら
実
施
②

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
と
在

宅
育
児
へ
の
月
１
万
円
の
支
援
金
（
所

得
制
限
な
し
）
③
今
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
産
後
ケ
ア
の
無
償
化
に
加
え
、

不
妊
治
療
に
か
か
る
交
通
費
補
助
の

拡
充
④
大
学
進
学
を
め
ざ
す
高
校
生

に 

に
15
万
円
の
奨
学
資
金
貸
付
（
県
内

大
学
に
進
学
ま
た
は
大
学
卒
業
後
に

県
内
就
職
し
た
場
合
は
返
済
免
除
）
な

ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
策
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
新
年
度

は
陸
前
高
田
市
を
は
じ
め
県
内
８
市

町
村
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
保
税
の
子

ど
も
の
均
等
割
り
の
免
除
と
と
も
に

県
内
市
町
村
に
広
げ
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。 

 

実
態
も
示
し
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

第
８
波
の
感
染
拡
大
の
下
で
、
県
立
病

院
・
公
的
公
立
病
院
が
受
け
入
れ
た
入
院

患
者
は
全
体
の
94･

５
％
に
の
ぼ
り
ま

す
。
達
増
知
事
は
知
事
演
述
で
、
引
き
続

き
医
療
局
に
２
０
０
億
円
余
を
繰
り
出

す
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。 

  

め
る
動
議
」
を
提
出
。
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
な
る
子
育
て
支
援
策
に
財
源
の
裏

付
け
も
な
く
更
な
る
上
乗
せ
等
を
求
め

る
も
の
で
、
知
事
選
挙
を
前
に
対
決
ポ
ー

ズ
を
と
る
た
め
の
も
の
で
す
。
動
議
は
賛

成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

最
終
本
会
議
で
斉
藤
県
議
が
新
年
度

予
算
に
対
す
る
賛
成
討
論
に
立
ち
、
子
育

て
支
援
策
や
物
価
高
騰
対
策
等
で
の
前

向
き
な
施
策
を
紹
介
し
、
達
増
県
政
の
新

年
度
予
算
が
県
民
の
立
場
に
立
っ
た
積

極
的
な
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。 

  

高
田
一
郎
県
議
の
予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑
で
の
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
た
達
増
知

事
は
、「
専
守
防
衛
を
旨
と
す
る
従
来
の

憲
法
第
９
条
の
解
釈
を
変
更
し
、
先
制
攻

撃
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
は
、
日
本
と
周

辺
国
と
の
間
の
緊
張
が
高
ま
る
危
険
性

が
あ 

が
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
全
体
の
安
全
保

障
に
大
き
な
現
状
変
更
を
も
た
ら
す
も

の
」「
政
府
に
対
し
て
は
、
憲
法
９
条
の

趣
旨
を
尊
重
し
、
近
隣
諸
国
と
の
友
好

と
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平

和
を
誠
実
に
求
め
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
明
確
な
見
解
を
表
明
し
ま
し
た
。 

予算特別委員会で質疑に立つ斉藤県議(３月１３日) 

に
直
面
す
る
中
小
事
業
者
に
対
し
、
中

小
企
業
等
事
業
継
続
緊
急
支
援
金

（
20
億
円
余
）
を
措
置
。
過
去
３
年

間
の
同
月
比
で
20
％
以
上
の
売
り
上

げ
減
少
の
事
業
者
を
対
象
に
、
個
人
事

業
者
は
７
万
５
千
円
、
法
人
は
15
万

円
の
定
額
補
助
を
行
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
や
貸
し
切
り
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
事
業
者
へ
の
運
行
支
援
金
、
経
営
危

機
に
あ
る
畜
産
農
家
に
対
し
配
合
飼

料
価
格
安
定
緊
急
対
策
補
助
な
ど
の

支
援
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

い
わ
て
旅
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
４

弾
は
、
６
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。 

●高校生までの医療費助成の現物給付化を８
月から実施 

●第２子以降の保育料の無償化と在宅育児へ
の月１万円の支援金の支給（所得制限なし） 

●大学進学をめざす高校生に月１５万円の奨
学資金貸付。県内大学進学または大学卒業
後に県内就職で返済免除 

●不登校生徒への対応に取り組む高等専修学
校への補助金倍増 

●中小企業等事業継続緊急支援金―個人事業
者７.５万円、法人１５万円 

●いわて旅応援プロジェクト第４弾を６月末
まで延長 

●酪農家に対し配合飼料価格安定緊急対策補助 

●「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震」へ
の対応で、市町村の避難計画と個別避難計
画の作成を支援 

●２０３０年までの温室効果ガスの削減目標を
２０１３年比で４１％から５７％に引き上げ 

物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算
で
は
、

原
材
料
価
格
の
高
騰
や
売
り
上
げ
減
少

に 

○と き：５月２８日（日）午後２時 

○ところ：岩手県民会館大ホール 

○弁 士：小池 晃書記局長 

斉藤 信県議会議員 

新
年
度
岩
手
県
予
算
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
賛
成
し
て
き
た
自
民
党･

い
わ
て
県
民 

ク
ラ
ブ･

公
明
党
は
、
予
算
特
別
委
員
会

最
終
日
に
「
撤
回
の
う
え
編
成
替
え
を
求 
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  【
１
月
】 

1
日 

元
旦
新
春
宣
伝 

4
日 

新
春
街
頭
宣
伝
（公
会
堂
前
） 

5
日 

日
本
共
産
党
新
春
の
つ
ど
い
（達
増
知

事
が
出
席
） 

7
日 

２
０
２
３
新
春
旗
開
き
・春
闘
討
論
集
会 

8
日 

八
日
町
新
春
餅
つ
き
大
会 

11
日 

文
教
委
員
会 

12
日 

地
球
温
暖
化
対
策
特
別
委
員
会
、
県
政

調
査
会 

13
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
新
型
コ
ロ
ナ
特
別

委
員
会
、
建
設
業
協
会
盛
岡
支
部 

16
日 

盛
岡
地
域
県
立
病
院
運
営
協
議
会 

22
日 

盛
岡
地
区
党
会
議 

24
日 

盛
岡
山
車
推
進
会
新
年
会 

31
～
4
日 

地
球
温
暖
化
対
策
特
別
委
員
会

県
外
調
査
（東
京
千
代
田
区
、
長
野
県
、

長
崎
県
五
島
市
） 

【
２
月
】 

4
日 

こ
ぶ
し
の
会
総
会 

5
日 

松
園
後
援
会「
春
の
つ
ど
い
」、
第
９
回

再
発
防
止「
岩
手
モ
デ
ル
」策
定
委
員

会 

6
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

9
日 

大
軍
拡
反
対
宣
伝
署
名
、
県
政
要
望

を
聞
く
会 

11
日 

建
国
記
念
日
の
つ
ど
い
（吉
田
瑞
彦
日

弁
連
副
会
長
講
演
） 

12
日 

岩
手
県
党
会
議
（達
増
知
事
、
立
憲
県

連
横
沢
代
表
、
社
民
県
連
木
村
代
表

あ
い
さ
つ
） 

14
日 

宮
古
市
重
茂
漁
協
訪
問
調
査 

15
日 

２
月
定
例
県
議
会
開
会
（知
事
演
述
）、

補
正
予
算
（第
８
号
）に
つ
い
て
質
疑 

16
日 

岩
手
県
商
工
会
連
合
会
・い
わ
て
被
災

者
支
援
セ
ン
タ
ー
訪
問
懇
談 

17
日 

震
災
復
興
の
課
題
で
志
位
委
員
長
と

達
増
知
事
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
談
、
中
野

地
区
後
援
会
の
つ
ど
い 

18
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

22
～
1
日 

本
会
議
代
表
質
問
、
一
般
質
問
、

議
案
に
対
す
る
質
疑 

【
３
月
】 

2
日 

文
教
委
員
会 

3
日 

議
運
、
本
会
議
（補
正
予
算
等
採
決
） 

6
～
16
日 

予
算
特
別
委
員
会 

11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
岩
手
県
・釜
石
市

合
同
追
悼
式 

17
日 

文
教
委
員
会 

18
日 

玉
山
の
つ
ど
い
、
さ
よ
な
ら
原
発
岩
手

県
集
会
（大
島
堅
一
龍
谷
大
教
授
が
講

演
） 

20
日 

岩
手
県
女
性
後
援
会
総
会 

22
日 

復
興
特
別
委
員
会 

23
日 

最
終
本
会
議 

26
日 

小
山
怜
央
さ
ん
プ
ロ
棋
士
誕
生
祝
賀

会 

【
４
月
】 

1
日 

き
た
ぎ
ん
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

記
念
式
典
、
庄
子
地
域
後
援
会「
音
楽

と
議
会
報
告
の
つ
ど
い
」 

2
日 

軽
米
町
日
本
共
産
党
演
説
会 

14
日 

物
価
高
騰
対
策
で
達
増
知
事
に
緊
急

申
し
入
れ
、
わ
か
ば
保
育
園
の
つ
ど
い 

達増知事に申し入れる党県委員会と県議団(４月１４日) 

４
月
14
日
、
日
本
共
産

党
岩
手
県
委
員
会
と
県
議

団
は
達
増
拓
也
知
事
に
た

い
し
、
物
価
高
騰
か
ら
県

民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守

る
緊
急
対
策
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

食
料
品
や
電
気
代
、
ガ

ス
代
の
大
幅
な
値
上
げ
が

暮
ら
し
や
営
業
、
農
林
水

産
業
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
岸
田
政
権

は 
限
な
し
で
実
施
す
る
こ

と
な
ど
県
民
の
暮
ら
し

を
守
る
緊
急
対
策
②
医

療
施
設
、
社
会
福
祉
施

設
等
に
お
け
る
電
気
代

等
の
高
騰
へ
の
支
援
③

中
小
企
業
等
に
対
す
る

直
接
補
助
な
ど
総
合
的

な
対
策
④
酪
農
危
機
、

農
林
水
産
業
の
物
価
高

騰
対
策
の
強
化―

な
ど

を
求
め
ま
し
た
。 

 

は
、
予
備
費
を
活
用
し
た
「
物
価
対
策
」

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
大
軍
拡
に

は
５
年
間
で
43
兆
円
も
の
税
金
を
投

入
す
る
一
方
で
、
社
会
保
障
費
や
中
小

企
業
対
策
費
、
農
林
水
産
業
予
算
は
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。 

申
し
入
れ
で
は
、
今
回
交
付
さ
れ
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
、
早
急
に
物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予

算
を
編
成
す
る
よ
う
提
起
。
①
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
代
の
高
騰
分
に
対
す
る
軽
減
策
や

子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
を
所
得
制

限 

 
 

 

達
増
知
事
は
、「
日
々
深
刻
さ
が
増

し
て
お
り
、
県
と
し
て
も
補
正
予
算
で

対
応
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

申
し
入
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
県
民

の
暮
ら
し
や
営
業
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
策
を

講
じ
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

の
補
助
等
が
あ
り
、
窓
口
を
一
本
化

し
て
省
エ
ネ
と
高
断
熱
の
住
宅
の
整

備
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

県
有
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
等
の

整
備
で
は
、
40
施
設
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
新
年
度
に
具
体
的
な
導
入

計
画
を
作
成
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

宮古市の重茂漁協を訪問し懇談する県議団
(２月１４日) 

県
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
に
つ
い
て
、
２

０
１
３
年
度
比
で
41
％
か
ら
57
％

に
引
き
上
げ
る
第
２
次
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
改
定
（
最
終
案
）
を

示
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
家
庭
部

門
で
57
％
、
産
業
部
門
で
41
％
、
業

務
部
門
で
60
％
、
運
輸
部
門
で
32
％

に
削
減
目
標
を
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。
特
に
、
高
断
熱
・
省
エ
ネ
住
宅
の

建
築
と
改
修
を
推
進
す
る
こ
と
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
省
エ
ネ
基

準
の
ラ
ン
ク
別
に
補
助
を
行
う
制
度

の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
省
エ

ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
等
へ
の
国
の
補
助
、
県 

件 名 
斉藤 信 
(日本共産党) 

上原康樹 
(希望いわて) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

髙橋但馬 
(新政会) 

吉田敬子 
(新政会) 

米内紘正 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

２０２３年度岩手県一般会計予算⇒可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を
求める請願・意見書⇒採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 

国立病院の機能強化を求める請願･意見書⇒
採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

「安保関連３文書」改定の撤回と大軍拡・大
増税の中止を求める請願⇒不採択 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 

原発回帰への方針転換に反対し、原発に頼ら
ないエネルギー政策を求める請願⇒不採択 

○ ○ ○ × × × × × × 

 

・５月１７日（水）午後６時～ 

・６月２１日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

２月２２日の本会議代表質問において、自民党

の岩崎友一県議が、突然質問項目にもない、党員

の除名問題を利用した共産党攻撃を行いました。

岩崎議員の「共産党は異論を許さない」という発

言は、事実に基づかない誹謗中傷であり、異論を

述べたことを理由に除名処分としたものではあり

ません。斉藤県議が発言の撤回と謝罪、議事録か

らの削除を求める動議を提出しました。 

 ２月１７日、日本共産党の志位和夫委員長は、東日

本大震災津波から１２年を迎えるにあたり、達増拓也

知事とオンラインで会談。県議団も同席しました。 

 志位委員長は「岩手県は発災当初から、憲法の幸福

追求権を復興の根本理念に掲げてきた。今後４年間の

計画でも一貫してその姿勢を貫かれていることに感

銘を受けている」と発言しました。 

 達増知事は「震災の現場、復興に携わるなかで、幸

福追求権の保障は原点にしなければだめだとあらた

めて強く感じ、臨んできた。県の政策全般にも広げ、

総合計画や基本目標にも『幸福』ということを盛り込

むようにしている」と話しました。 
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